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変態少女 シン ドローム第2章

榎本 了壱

以前,「 変態少女シンドローム」という小論を

書いた。2001年 だったと思う。ちょっと長いけれ

ど, (少し加筆 しなが ら)引 用してみたい。
-世 紀の変わ り目, しかもミレニアムだから

というので, 「何かを変えよう」 という過剰なほ

どの世間の動 きに, 単なる時間の節目がそんなに

有効に働 くものかと, たかをくくっていたけれど,

どうして, やっぱり変わ りは じめた!と いう実感

がジワジワします。 といっても, それは今に始ま

ったことではなくて, 90年 代の中頃からすでに進

行していたものだったと思う。つまり発病から, 

6, 7年 かけてはっきりとした症状が出てきたと

いうことでしょうか。

 私ははじめそれをダンスの世界に嗅ぎ出しまし

た。大島早紀子の 『Hアール ・カオス』や, 北村

明子の 『レニ ・バ ッソ』, 伊藤千枝の 『珍 しいき

のこ舞踊団』などの舞台の, 躁欝状態のエキセン

トリックさ, あるいはデジメカ(digitalmecharlical)

とアナログ ・フィジカルのフユージョン, 可愛い

プライベー トなセンス, 明るい自閉的なコミュニ

ケーションといった, パラレルでまとまりのない

特性か ら, 私はそれらを 「変態少女舞踊」 と命名

しました。それ らは明らかに, いままでのダンス

の文脈には属 さない, 新奇性, 斬新性, 過剰性, 

過激性, あるいは退嬰的とも思えるほどの幼稚さ

など, ピーターパ ン・シンドローム的な(と いっ

てもかれらはすべて女性なのだけれど), 変態的

な少女性を強 く感 じたのでした。

 あるいは, 同時に, Hiromix や, 長島有里枝の

ような, 自分 と周囲の人たちを中心 とした身体性

の私生活とをどんどんオープンにしていく, 若い

女性フォトグラファーたちの登場があ りました。

彼女たちは, フォ トグラファーという職能的な概

念よりも, ひとりのラディカルな生活者として,

露悪癖の強い感性で日常性にこだわり自己露出し,

視線コレクションしてい くそんな行為が, 同世代

に共犯的な共感を集めたので しょう。

タブローではカオルコが 「ケイコ ・シリーズ」

で, 陰毛をさらして トイレに跨っているなど, 同

様の露悪的なプライベー ト・タイムを大胆に描写

し始めています。 これは幼女が風呂上 りに真っ裸

で客のいる部屋に入ってきて しまうような, てら

いのない, しかしやは りギ ョッとするような事態

を引き起 こしなが ら, 純真で邪悪に笑っている,

そんな状況でしょうか。 もう最初からコー ドがま

ったく違 うわけです。

もちろんこれは, 90年代半ばのしかも日本だけ

のムーヴメントであったわけではあ りません。あ

らゆるシーンを自分 をモデルに再現 してしまった, 

シンディ ・シャ」マンのような先駆的なアーティ

ス トの存在 も無視できないでしょうし, もっとさ

かのぼれば1960年 代ニューヨークで, ヌー ドのオ
ージー(乱 痴気騒 ぎ)を アー トにしてしまった若

き日の草間彌生のような行為が, 潜在的な表現の

許容領域 として, 確保されていたという前提 もあ

ったわけではありますが。

さらには, こうしたことは女性に限った特性で

も実はなくて, 写真でいえば荒木経惟はそのはじ

めからずっと自己 ドキュメントをして, 自らをさ

らし続けてきた写真家だし, Hiromix も長島有里

枝 もある部分では, アラーキーが発掘 している。

あるいは, 奈良美智, 会田誠, ナカムラミツル

のような, 幼児や少年少女をモチーフにした作家

の台頭 も, けして無関係ではなかったようにも思

います。そ してひとつのエピソー ドの帰結 として,

日本のアニメや, コミックスを基盤にジャパニー

ズ ・サブカルチャーを象徴的にまとめ上げた村上

隆の存在 も, 極めて印象的です。そこには潜在的

に立ち上がろうとしていたパワーもあったのだろ

うけど, 積極的なきっかけをもって, 社会にオー

ソライズされた瞬間から, 「変態的な少女」 とい

うビハ インド・キーワー ドが, そうした趣向と傾

向を一挙にシンドローム(症 候群)化 してい くの

です。

現在の女性アーティス トや, イラス トレーター, 

あるいは椎名林檎や, 一青窃のようなミュージシ

ャンの領域での顕著な活躍 という認識 も, なにも

漠然 と面白い作家が増えたのではなく, ひとつの

濃密な共通項, 同種の表現因子の連鎖と集合が,

そのような印象を与えているのではないかと思 う。

それ は,「 変態性」「幼稚性」であ り,「少女性」

「幼女性」であ り,「プライベー ト性」「自己中心

性」「露悪性」「アウ トサイダー性」「サブカル性」

といった, 従来の社会からは忌避されるような存

在で もあ り, もっといえばある種 の 「下手さ」

「つたなさ」「きたなさ」「気持悪さ」「手際の悪 さ」

「グロテスクさ」 といった, 表面上の処理のモー

ドにもその共通性はからんでいると思います。
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そ して, そうした因子をもっていない作家たち

は, 「女性の台頭」 というイメージに便乗 してい

るだけで, 本来, 現在問題になっているような琴

線に触れるようなことのない, いわゆるスタンダ
ー ドな作家 ということになる。それは時代 と対応

した作家性 としては, まったく面白くないといっ

て もいいか もしれません。私たちは今, 「変なも

の」 という言葉を媒介に, コミュニケー トするこ

とを楽 しみ, 嗜んでいるようなのです。

 そうしてみると, 作家の峻別は極めて簡単にも

見えてきます。 しかしここで注意しなくてはいけ

ないことは, 潜在的にそういう素地性質があって, 

やっと自分の内面世界をさらしていくこと出来る

ようになった作家 と, ある種のブームになった

「変態性」や 「幼稚 さ」や 「下手さ」をモチーフ

に, 作品作 りをする作家とを, 厳密に見分けるこ

とが出来ないという事実です。こうしたことがい

ずれその濃度を希釈 して, 意味を軽薄化 しかねま

せん。単なるブームとして終わらせてしまいかね

ないのですが。

女性のイラス トレーターが雑誌や, 広告媒体で

活躍するようになる60年代後半には, 大橋歩や, 

山口はるみ等を先駆 として, とらえることが出来

ます。 そこか らのイラス トレーションの流れは,

時代や風俗を客観的に観察 して, スマー トで繊細

な描写の世界を提供 していました。それは現在の

多 くの 「変態系」の女性作家 とは極めて異質です。

現在の作家たちの感性が急速に, ぐちゃぐちゃと

したグロテスクで変態的なものへ と, 大きく嗜好

を変えてしまった主体性こそが, 今や時代風俗な

のであり, この変容の起因こそが, 現在を解 く鍵

のひとつにもなっていると, 私は思います。

 こんな文章を書いてから3年 がたってみると, 

事態はもう少し変化というか, この場合は退嬰化

しているといったほうがいいのかもしれない。エ

ンターテイメントの世界は 「モーニング娘。」の

台頭と, さらにその中でも体の小さい幼児性 を遺

憾なく発揮 している二人の 「ミニモニ」が人気 に

なっているし,「変態少女」は依然として顕在の

ようにも思う。

 しかしダンスの世界では明らかに世代交代が始

まっている。『Hア ール ・カオス』は世界を巡 り

なが ら, 成熟 とい うキーワー ドに拘ったのか, 

早々に大人の思想が勝ち過ぎるほどの理屈っぽい

ダンスチームに転身して しまった し, 『レニ ・バ

ッソ』も, デジタル系の進化に付き合うのがかっ

たるくなってきたようにも見えるし, 『珍 しいキ

ノコ舞踊団』も, 子供っぽい珍しさがギリギリの,

成人式直前にまで来てしまっている。少し遅れて

出てきた矢内原美邦の 『ニブロール』も, そのユ
ニットシステムがある意味で整備 され過 ぎて, そ

の危なさが何 よりも魅力的だったのに, スリリン

グでなくなってきている。いずれの場合もそうな

のだろうけど, 成熟が未熟を整備 して行ってしま

うのだ。

さらにその後に続いているのが, インスタレー

ションの空間に躍 り出た岡本真理子, 身体そのも

のがすでにグニャグニャで変態的な伊藤郁女, 精

神的なアンビバ レンッと, それにしてはもったい

ないほどの誘発力を秘める本質的な危なさではピ

カイチの康本雅子, 成長をゆるやかに拒み続ける

『ほうほう堂』のふた り, ラディカルさが売 り物

の濱谷由美子, コッペリアとコッペリウス博:士の

両者を踊 り合わせる高野美和子, そしてなんとい

っても 「SIDE-B」 で, 3つ の大 きな賞をとり, 

さらには今年の朝日舞台芸術賞の有力候補にまで

登 りつめた 『BATIK』 を率いる若き黒田育世の

登場こそ,「 変態少女 シンドローム」の第2章 を,

凄まじい勢いで幕開けしたといっていいだろう。
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